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クリアランス制度を適用して作られた 

リサイクルベンチの設置について 

 
 

当社は、本日、平成１０年に営業運転を終了し、現在、廃止措置中の日本原子力発

電株式会社東海発電所から搬出された金属を用いたリサイクルベンチ（１脚）を、当

社のＰＲ施設である女川原子力ＰＲセンター（宮城県牡鹿郡女川町）の２階展示コー

ナーに設置いたしました。 

今回設置したベンチは、平成１７年度に導入された「クリアランス制度」に基づき

製造されたもので、この制度を適用して作られた製品の設置は、当社としては初めて

となります。 

 

「クリアランス制度」とは、原子力発電所で使用された資材等の一部（金属やコン

クリートなど）を、年間０．０１ミリシーベルトを超えないことを基準※として、国

の確認を受けて資源として再利用することや一般の廃棄物として取り扱うことので

きる制度です。海外では既に多くの国で運用されており、日本においても電力会社を

中心に本制度を適用した製品の利用が進められています。 

 

クリアランス制度によるリサイクルは、資源の有効活用につながり、循環型社会の

一層の進展に寄与することが期待されることから、当社は、今後も、このたび設置し

たリサイクルベンチを多くの方々に知っていただき、制度の定着に向けた理解促進を

図ってまいります。 

 

 

以 上 

 

※ 撤去物がどのように再利用または廃棄物として埋め立てられても、人体への影響

が無視できる放射線量として、自然界から受けている放射線量（年間２．４ミリシ

ーベルト）の１００分の１以下である、年間０．０１ミリシーベルトを超えない基

準としてクリアランスレベルが定められている。 

なお、年間０．０１ミリシーベルトは、人体への影響が無視できる放射線量とし

て国際的に認められている。 




